
めで，その後北陸・高山両線の分岐する回苅屋信号場の転鰍綴・

信号 織を隣接'il7山駅で制御したのが 11 ・ 6，消水ト ンヰル内の茂

:tì信号Jj_áを交流直音fE併用式で土合駅で扱ったのが 24 年，東海道

線五条川信号織をタイム コ ー ド式で，話!j洲で扱うようになった

のが 26 年である。

(9) 速度信号

この頃までの信号僚の観念は前途区間の状態を表示するいわ

ゆる進路信号であったが，列車が進路によ って速度を具にする

ため， 速度信号すなわち列車の速度を指示する方式が採用され

てきた。これがi減速信号と警戒信号である。昭和 9 ・ 12 丹郡トソ

ネノレ IJHìiliに伴ない，国府津 ・ 沼津聞の自動区IIlIに初めて 4 現示

の信号股が建てられ，滅速信号を現示するようになった。

(10) カー リ ター〆

カー リ ター〆は昭和 12 ・ 1 新鶴見操IIIl以こ ， m空式と大井工場

製の発条式が各 1 :;J;主設備され試験されたが， 仕訳能率の士自進 ・

従業Aの節減 ・ iおw~n:故防止など経営合理化の総で 26 ・ 1 漸く

突現，問機llí j:J;~に凶器設備され， 吹田操車場に 22 ・ 9 に 10 ~主，大

宮操11工場に 29 ・ 7 に 8 ~主設備された。

('1) その他の宮古設備

昭和 5 ・9 大崎駅の後減速動畿の重くて操縦困難なてこに，滅

力践を装備し，現在では 26 箇所 300 本あまりのてこに設備さ

;11.ている。

発条i紙撤織は 6 ・ 1 高島駅において試験， 6 ・ 12 宇都宮 ・ 小山両

駅の極盟関A!ï線に使用 7 ・ 5 国鉄簡易級建設規程にその使用が認

しんごう lまあ

められ， 各所に設備されたが， 24 ・ 4 国鉄が独:Q:制となり ， 経営

合理化の線にそって急にl1"I加し， 25 年までに 600 組も設備され，

現在では 900 組ほどである。

6 ・ 11 城東貨物線EE信号場の転轍苦言が遠距離で，鉄管裟位では

重くて操縦困難なため，鏑5程式連1IlIJ僚が設備され，その後機械

通勤装置の遠隔紙撤終には鋼紫式が用いられてきた。

7 ・5 総武線千葉 ・ 東軍我I剖 4 .2 km に巡転方向てこによる単線自

動閉塞式を施行されて以来，列車回数の多いI幹線区聞は自動化

され現在では 415km に及んでいる。

7 ・8 常磐線随関駅に， 12 月同線勿来駅に鉄系にかわるパイプ

操縦の機械信号股が設けられた。

8・ 2 中央線酒折駅で後械色灯式信号践が試験され， 8 ・ 8 大月

駅下り出発，北陸線i:吉岡駅場内がこれに変更された。

10 ・ 5 鹿児島本線矢部リ11，長崎木線佐賀駅を結ぶ佐賀線の開通

に伴ない，同区 !日jに在る筑後川橋梁に男 閉式， 筑後川支流花宗

川橋梁に銚J)fl式の可即J織が設備され，両可即j橋と も列車に対し

て掩護(えんど)信号機 (A型電気信号軽量)，航行船舶に対しては

色灯式信号機を設備した。

継m連動装置は 10 ・ 7 総武線津田沼駅に進路てこ式のものを

採用したのが国鉄における最初で，その後数年新設されなかっ

たが 20 年頃から新設数は上男の一途をたどり，今後の連動装置

の新設 ・ 更換の場合は継電化され，ほかの連動装置はあまり幼

加しないものと思われる(写其-3) 。

単灯型色灯信号織は 11 年に奥羽線赤岩， 板谷， 大沢駅に設け

写其-3 継電連 動起草
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